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検査情報月報6月号 ▶ 概要版 ◀ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 神奈川県水道水質管理計画に基づき実施される「神奈川県外部精度管理調査」に参加して、水質検査

に係る技術水準の向上、検査体制の改善を通じて、検査の信頼性の確保に努めています。 

主な結果 ▶ 令和4年度の調査対象検査項目は有機物が「ホルムアルデヒド」、無機物が「臭素酸」、 

令和5年度の調査対象検査項目は有機物が「クロロホルム」、「ブロモジクロロメタン」、無機物

が「セレン及びその化合物」でした。 

▶ 無機物の変動係数は0.59％～0.98％、有機物の変動係数は0.31％～1.62％の範囲に

あり、無機物10％、有機物20％の規定値を超えていませんでした。また、Zスコアの絶対値は

0.79～2.46で良好な結果でした。 

▶ 横浜市衛生研究所では、所内で実施した試験検査などの

結果に解説を加えて、検査情報月報を発行しています。 

 

▶ 健康被害の未然防止のため、いわゆる健康食品と称して販売されている製品（痩身または強壮効果を

目的とする製品）の「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（医薬品医

療機器等法）で規制される成分検査を行っています。 

主な結果 ▶ 「ダイエット」、「痩身」等を標ぼうするいわゆる健康食品16検体についてセンナ等8成分を、 

｢強壮効果｣を標ぼうするいわゆる健康食品15検体についてメチルテストステロン等8成分を検

査しましたが、いずれも規制される成分は検出されませんでした。 

▶ 昨年に続き、施設公開を開催します。 

普段見ることができない研究所の内部や仕事をご案内します。 

ミニセミナー、パネル展示、体験コーナーもあります。 

ぜひお越しください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/eiken/gaiyo/kengaku.html 

要注意健康食品シリーズ ⑲ 

主な結果 ▶ 60検体（加工食品54検体、健康食品6検体）中、７検体でメタノール（医薬品中の残留量を

規制すべき溶媒）及び3検体でベンゼン（医薬品の製造において使用を避けるべき溶媒）が検

出されました。 

▶ 医薬品医療機器等法で規制されていない香料や植物抽出物の原末等の食品添加物、それらを使用し

た加工食品を中心に残留溶媒の含有実態を調査しました。 


